
様式１（特別支援学校）
【特別支援学校用】

令和６年度学校評価 結果・学校関係者評価

中間評価 ５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●学力の向上

○児童生徒一人一人のニーズに応じた
指導・支援による確かな学力の定着

○児童生徒の実態把握と学習指導要領の
各教科等の学習状況を踏まえて学習内容
の設定を行い、学力の定着につながる授業
ができたと答える教員が80％以上
○児童生徒の実態に応じた指導・支援によ
り、学んだことが身に付いていると答える保
護者が80％以上

・個別の指導計画の作成を通して、児童生
徒の実態を把握し、学習指導要領の各教科
等の内容と「学びの履歴」を踏まえて学習内
容の設定を行う。また、学年や学習グループ
での個別の指導計画の検討と評価を継続し
て行い、ＰＤＣＡサイクルを通して授業改善
につなげる。

A

・「学力の定着につながる授業を実現できた」
と回答した教員は98％、「学んだことが身に付
いている」と回答した保護者は89％であった。
個別の指導計画の前期評価を行い、それを基
に後期の授業計画や目標を立て、引き続きＰ
ＤＣＡサイクルを通して授業改善につなげてい
く。

A

・個別の指導計画をもとに学習指導要領に沿った
指導の充実を図った。「学力の定着につながる授
業を実現できた」と回答した教員は98％、「学んだ
ことが身に付いている」と回答した保護者は89％
であった。今後もＰＤＣＡサイクルを通して教師の
指導改善と児童生徒の学習改善につながるもの
にしていく。

A

・PDCAサイクルがうまく機能し、教員も保護者も教
育実践の成果を実感しているのは素晴らしい。
・生徒に合った授業が行われ、無理の無いよう取
り組まれている。
・児童生徒の学力定着につながっている。今後も
学力向上に向けた授業改善に努めてほしい。

教務部

●児童生徒が、自他の生命を尊重する
心、他者への思いやりや社会性、倫理
観や正義感、感動する心など、豊かな心
を身に付ける教育活動

○学習や児童生徒会の活動、行事等の各
学習において「思いやりや豊かな心」を育む
指導を心がけた教員が80％以上
〇「思いやりや豊かな心」を育むために、学
校生活が役に立っていると思う保護者が
80％以上

・全課程全学年の児童生徒に「平等、尊
重」の心を育む児童生徒会活動や集会
を実施する。
・人権・同和教育研修会を実施する。 A

・児童生徒会活動では、児童生徒の意見を尊
重して取り組み、行事や学習においても意識
をして取り組んだ教員が96％であった。
・「思いやりや豊かな心」を育む学校生活を送
れていると感じている保護者が92％であり、成
果を上げている。

A

・全校集会や学部集会、各課程や学年による集会を通
して「思いやりや豊かな心」を育む指導に取り組んだと
回答した教員は99％であった。
・「性の多様性」についての研修会を実施し、日頃の指
導に生かした結果、「思いやりや豊かな心」を育む学校
生活を送ることができていると84％の保護者が感じてい
た。

A

・集会や日頃の指導により、「思いやりや豊かな心」が
育まれている。生徒の自主性を大切にされている。
・皆が参加するという点で楽しい行事を行うのも大切だ
が、テーマに沿って意見交換し、「考える」「他人を認め
る」などの機会も設けてはどうか。
・感染症が蔓延した場合、制限がかかり大変だとは思う
が、引き続き実施してほしい。

生活指導部

●いじめの早期発見、早期対応に向け
た取組の充実

○いじめの未然防止、早期発見と対応に向
け、職員の共通理解ができていると答える
教員が80％以上
〇日常の連絡、面談、調査等で、児童生徒
の生活状況を学校（担当）と共通理解できて
いると答える保護者が80％以上

・学校基本方針の共通理解と周知徹底
のために職員研修を実施する。
・職員アンケートを月１回、保護者アン
ケートを学期１回実施する。 A

・年度当初の学校基本方針、8月の職員研修
を予定通りに行い、教員の肯定的回答が96％
であった。
・保護者と教員の間での共通理解ができてお
り、保護者から84％の肯定的回答があった。

A

・月１回のいじめに関する調査、年２回の学校生活
アンケートを行った。いじめの未然防止や早期発
見ができたと感じている教員が98％であった。
・保護者と教員の間で細かな情報を共有できたこ
とにより、保護者から88％の肯定的な回答があっ
た。

A

・いじめに関する調査は、早期に実態を把握し、状況を
改善することにつながっていると思う。また、いつでも相
談できる（相談しやすい）という安心感にもつながると思
う。
・今後もいじめ防止の取組を充実させ、保護者と教員の
間で情報共有、共通理解を深めていってほしい。

生活指導部

●児童生徒が夢や目標を持ち、その実
現に向けて意欲的に取り組もうとするた
めの教育活動

●「先生はあなたのよいところを認めてく
れていると思う」と回答する児童生徒
80％以上
●「将来の夢や目標を持っている」につ
いて肯定的な回答をする児童生徒80％
以上

・「わかる」「できる」授業実践を通して、ス
モールステップでの目標を設定し、児童生徒
の自己肯定感を高めるとともに、「わかった
こと」「できたこと」を認め、ほめる。
・小・中・高と連携した体験的な学習活動や
進路学習、就業・施設体験を実施する。

B

・ＩＣＴ機器を活用しながら、児童生徒が「わかる」「でき
る」授業実践に取り組んでいる。引き続き児童生徒が
「わかったこと」「できたこと」を認め、ほめることで、自己
肯定感を高めていきたい。
・６月、７月に進路研修を実施し、進路学習や日頃の支
援、手立てに役立てることができている。また、進路に
関する校外学習や事業所見学の実施が児童生徒の
キャリア形成につながっている。

B

・児童生徒の「わかったこと」「できたこと」を認め、ほめること
で自己肯定感が高まり、「先生はあなたのよいところを認めて
くれていると思う」と回答した児童生徒は81％であった。
・児童生徒の70％が「将来の夢や目標を持っている」と肯定的
な回答だった。小・中学部に比べ、高等部はやや低めの63％
となった。小、中、高と段階的な進路学習や体験を行うことで、
年齢が上がるにつれ自己理解が深まり、改めて夢や目標の
設定に向き合っているという実態である。引き続き、キャリア
形成の指導・支援を工夫したい。

B

・自己肯定感が高まるような指導は大変良い。学年が
上がると現実的な問題にぶつかることもあるため、厳し
くなる部分もあると思う。児童生徒が夢や希望に向かっ
て意欲的に取り組めるような教育活動を期待している。
・年齢が上がるにつれ自己理解が深まり、改めて夢や
目標の設定に悩んでいるようであれば、その悩みに早
めに気付いてやれるような指導や支援の方法を考えて
はどうだろうか。

教務部
進路指導部

●健康・体つくり

●望ましい生活習慣の形成
●望ましい食習慣と食の自己管理能力
の育成

〇早寝早起きをし、毎朝朝食を食べてい
ると回答する児童生徒が80％以上
●「健康に良い食事をしている」と回答
する児童生徒80％以上

・食育講話を実施し、食への関心を高
め、知識の向上に繋げる。
・給食試食会を実施する。
・食育だよりや保健だよりに食育に関す
る情報を掲載する。

B

・給食試食会については、保護者への周知プリン
トを配布し、11月18日に実施を予定している。
・食事の大切さの理解やよりよい食事に向けて、
食育だよりや保健だよりに食育に関する情報を掲
載している。今後も継続していきたい。

A

・早寝早起きができていると回答した児童生徒は81％、
毎朝朝食を食べていると回答した児童生徒は84％で
あった。また、栄養バランスのとれた食事ができている
と回答する児童生徒は85％であった。
・給食試食会や食育講演会の実施や毎月の食育だより
や保健だよりにより、食への興味・関心が高まったもの
と考えられる。

A

・試食会の折に、食堂の掲示物を見て感心した。
・数値目標も達成しており、児童生徒の食への関心が
高まっていると思う。
・昼夜逆転してしまう生徒もいると思う。早寝早起きをし
て、朝ごはんをしっかり食べることが、なぜ大事なのか、
を今後も繰り返し伝えていってほしい。

保健厚生部

●効果的な地域支援に向けた特別支援
学校のセンター的機能の充実

〇各職員や分掌部の専門性や知見を地域
支援に活かす
本校は地域の特別支援教育のセンター校の
役割を十分に果たしていると回答する職員
が８０％以上
〇研修会の内容や巡回相談の活用につい
て適宜評価す。
巡回相談における支援・助言により状況が
改善したと考える学校が８０％以上

・地域の要請に応じて、校内の分掌部及び、
専門家チーム、地域のアドバイザー、特別
支援教育エリアリーダー等各関係機関と連
携しながら巡回相談を実施する。
・地域支援組織表を作成し、各分掌部会や
職員会議でセンター的機能の役割を周知
し、年度末に取組についての評価を行う。
・研修会後等にアンケートを行い、研修会や
巡回相談についての地域のニーズを把握
し、分析活用する。

B

・各市町教育委員会及びその他関係機関と連携
し、巡回相談を行った。職員アンケートでは、セン
ター的機能を意識し日々の業務や教育活動に取
り組むことができたとの回答が93％であった。
・前期に実施した地域の研修会時でのアンケート
では、巡回相談での支援による助言で状況が改
善したと考える学校が80％以上であった。
・引き続き各分掌部や各学部と連携しながらセン
ター的機能の充実を図るとともに、保護者への理
解啓発にも取り組んでいきたい。

A

・11市町の各教育委員会等と連携し就学相談会
等実施を行った。地域のアドバイザーや特別支援
教育エリアリーダー、福祉事業所等と連携したこと
で、研修会や巡回相談における支援に役立った。
後期に実施した地域の研修会時でのアンケートで
も巡回相談での支援による助言で状況が改善した
と考える学校が80％以上であった。引き続き各分
掌部や各学部と連携しながらセンター的機能の充
実を図るとともに、保護者への理解啓発にも取り
組んでいきたい。

A

・教員の専門性を生かし、関係機関との連携
を図りながら、地域のセンター校としての役割
を十分に果たしていると思う。

地域支援部

○地域の人々と活動を共にする交流及
び共同学習の積極的な推進

○地域の学校・行政・地域各種団体等
（中原ふれあい教育を進める会）と連携
し、コロナ禍前の地域交流の実施80％
以上

・地域各種団体と合同での年２回のふれあ
い活動や居住地校交流を実施。
・地域の団体との昔遊び交流会を実施。
･地域高等学校との交流演奏会を実施。 B

・地域各種団体とのふれあい活動を１回実施。２回目を
11月に実施予定。居住地校交流希望25回のうち10月
末までに４回実施。今後も随時実施予定。
・地域団体との昔遊び交流会を11月に実施予定。
･地域高等学校との交流演奏会を11月に実施予定。 A

・地域各種団体と合同での年２回のふれあい活動を計画どお
り実施した。居住地校交流は、希望者19名で延べ25回、その
うち18回を計画し、感染症による中止１件を除く17回の実施と
なった。
・老人クラブと中学部との昔遊び交流会を計画どおり実施し
た。
・三養基高校吹奏楽部との交流演奏会を実施し、全体交流及
び高等部単独での交流も行った。

A

・地域各種団体とのふれあい活動、交流活動の実施に
より、お互いを知り、ふれあう体験ができている。
・地域の方に本校児童生徒のことを理解してもらった
り、本校児童生徒が地域の方との接し方を学んだりす
る貴重な機会となっている。
・とても大切な活動だと思う。感染症の流行が影響してく
ると思うが、継続して実施してほしい。

総務部

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

●業務効率化の推進と時間外在校等時
間の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校
等時間の上限を遵守することで、「遵守
できた」と回答した職員が80%以上

・年間12回以上「完全定時退勤日」を設定する。
・毎週金曜日に「ノー会議デー・定時退勤推進
日」を設定する。
・時間外在校等時間が45時間を超える職員につ
いては管理職による面接を実施する。

A

・「完全定時退勤日」を本校舎は月１回、分校
舎は月２回実施できた。
・「遵守できた」と回答した職員は96%であり、
職員の意識改革は進んでいる。
・毎週金曜日の定時退勤も推進していく。

A

・「完全定時退勤日」を本校舎は年間12回、分校
舎は年間23回実施できた。
・６か月の平均時間外在校等時間が45時間を超え
た職員の割合は0.6%であった。
・「遵守できた」と回答した職員は96%であった。

A

・業務効率化により余裕ができると、児童生徒と向き合
う時間も増え、気持ち的にも楽になり、働きやすい職場
になると思う。
・完全定時退勤日は、回数を増やせるとよい。
・引き続き業務改善に取り組み、時間外在校等時間45
時間越えの職員0%を目指してほしい。

管理職

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

〇教育DXの推進

〇教育活動におけるＩＣＴ等の機器活用

〇デジタル化による効率的な校務の実
施

〇ICT機器等を用いて、児童生徒の教科
等の学習の理解を高めたり、児童生徒
が学習等に取り組める環境をつくったり
することができたと答える教員、保護者
が70％以上
〇デジタル化により校務の効率化が図
れていると答える教員が70％以上

〇ＩＣＴ活用に係る職員研修の実施、ヘ
ルプデスク（現地員）との連携、校務分
掌担当者によるサポート
〇研修等のオンデマンド化、アンケート
や提出物のデジタル化 A

・夏季休業中にＩＣＴ機器等の活用に係る研修を１回（３
コマ）実施し、ＩＣＴ活用の視点や留意点、活用方法につ
いて職員の知識、活用能力を高めることができた。
・各校舎の要望に合わせて、ヘルプデスク（現地員）に
依頼を行い、要望に応じた対応をすることができた。
・校務用パソコンや学習用パソコンの利用上の注意点
について、オンデマンド動画を作成することで、研修や
説明の効率化を図ることができた。

A

〇ICT機器等を用いて、児童生徒の教科等の学習の理
解を高めることができると答えた教員が96％、保護者が
74％であった。
〇児童生徒が学習等に取り組める環境を作ったりする
ことができたと答えた教員が97％、保護者が75％であっ
た。
○教員と保護者の差について検討する必要がある。ま
た、「分からない」への対応も要検討である。
〇デジタル化により校務の効率化が図れていると答え
た教員が88％であった。

A

・授業参観の折にも、ICT機器等を用いて児童生徒の学
習理解を高める取組をされている様子が見られた。校
務の効率化が図られていることも評価の数値に表れて
いる。
・保護者は、子どもがICT機器を使用しているところを見
る機会があまりないため、使用頻度がどれくらいか、ど
の程度、使いこなせているのか、などが分かりにくい。
・保護者からは評価がしづらい項目だと思うが、教育DX
が着実に推進できている。引き続き実施してほしい。

ＩＣＴ教育支援部

○自立活動の充実

〇児童生徒の得意なことを活かした自
立活動の指導の実践と充実

○個々の児童生徒の得意なことや好き
なことを活かし、基本的な行動力を身に
付け、障害による困難さやつまずきを改
善・克服することにつながる授業実践が
できたと答える教員が70％以上

・自立活動指導計画の作成を通して、児童
生徒の実態を把握し、６区分27項目に沿っ
て学習内容の設定を行う。また、学年や学
習グループで児童生徒の様子を共通理解
し、自立活動指導計画の検討と評価を継続
して行い、ＰＤＣＡサイクルを通して授業改善
につなげる。

B

・学年や学習グループで話し合いを行い、自立活
動指導計画の作成ができた。
・研修や個人での学びを通して、自立活動の指導
を充実させようという意識が高揚し浸透してきてい
る。
・PDCAサイクルでの授業の振り返りや児童生徒
の実態に応じた授業改善を推進していく。

A

・児童生徒の得意なことを活かした指導の実践が
できたと思う教員が98％であった。自立活動指導
計画に基づいて、個々の児童生徒に応じて、柔軟
に実践を行うことができた。今後は教員間の情報
共有やケース検討会を充実させ、児童生徒のスト
ロングポイントを生かし、よりよい指導が実践でき
るようにしていく。

A

・数値目標も高い数値で達成しており、自立活動の指導
が充実している結果だと思う。
・児童生徒が、得意なことなどを発表する場があればよ
良いと思う。自分の可能性に気付いたり、刺激を受けた
りすることで、本人の意欲や自信へもつながっていくの
ではないだろうか。
・「心の教育」の指導と関連させて取り組んでみてはどう
か。

自立活動部

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

５　総合評価・

　　次年度への展望

・各評価項目において、保護者、職員、学校関係者から高い評価を得た。学習指導では、グループでの検討会やICT機器の活用等、授業改善に向けた取組、生徒指導では、「豊かな心」を育むための児童生徒集会や職員研修の充実等により、一定の成果を上げることができた。
・進路指導では、系統的・発展的な体験学習や就業・施設体験等の実施により、児童生徒の進路意識は向上している。学年が上がるにつれ自らの進路について現実的・具体的に考えるようになることから、児童生徒の自己肯定感を高める指導を工夫していくとともに、今後も個別最適な進路指導に努
めていく。
・地域支援については、アンケート結果を基に地域のニーズを把握・分析し、関係機関と連携した巡回相談や研修会を実施した。本校の取組について、保護者への理解啓発を図り、より開かれた学校づくりを進めていく必要がある。
・本校では次年度から、知的障害課程に「自立活動の時間における指導」を設定する。自立活動指導計画を基に、児童生徒の強みを活かした自立活動の指導の充実を図っていく。

学校名 佐賀県立中原特別支援学校（本校）

４　重点取組内容・成果指標

重点取組
具体的取組

主な担当者重点取組
具体的取組

●心の教育

●地域支援

１　前年度

　　評価結果の概要

中間評価

２　学校教育目標 一人一人に応じた指導・支援をとおして、児童生徒がもっている能力や可能性を最大限に伸ばし、明るくすこやかで豊かな心をもち、自立し社会参加できる児童生徒の育成を目指す。

３　本年度の重点目標

「児童生徒の豊かな生活と成長の保障」

①専門性の更なる向上と、教育活動への反映

②個に応じた進路指導の充実

③特別支援教育のセンター的機能の充実

最終評価 学校関係者評価

〇令和６年度校務分掌組織において、自立活動部を「自立活動部」と「研究部」に分離することにより、自立活動の推進、授業づくりの充実等、専門性の向上を図る。

〇進路指導については、引き続き実習等の丁寧な説明や情報の提供を行い、キャリア教育の充実、発展を目指す。

〇特別支援教育のセンター的機能の充実については、関係機関との連携を図りながら、巡回相談や研修会を実施し、地域に定着してきた。今後もニーズの把握や分析をしながら、継続して取り組んでいく。

中間評価
主な担当者

学校関係者評価最終評価


